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時間割コード ／Course CodeVED1007
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開講所属／Course Offered by教職科目／Teaching Course

ターム・学期／Term・Semester2026年度／Academic Year　　前期／First Semester

曜限／Day, Period 集中／Other

開講区分／semester offered2学期／2Term

単位数／Credits 2.0

学年／Year 1,2,3,4,5,6

主担当教員／Main Instructor高橋 彬

科目区分／Course Group教職科目　教職に関する科目／教職科目 教職に関する科目

教室／Classroom

担当教員名／Instructor
（担当教員所属名／Affiliation）

降旗 信一／FURIHATA Shinichi（農学部／Faculty of Agriculture）、高橋 彬（農学府／Graduate
School of Agriculture）、板倉 浩幸（農学府／Graduate School of Agriculture）、山本 理（農
学府／Graduate School of Agriculture）、吉村 親（農学府／Graduate School of Agriculture）

概要
／Outline

農業高校における教育実習を行うに当たっての基礎的な知識と技術を学ぶ。

到達基準
／Standard

農業高校において教育実習を行うことができることを目標とする。

授業内容
／Schedule

授業日程はクラスルームを参照してください。
R8農業教育法1クラスコードzjrrjx64

第１回：ガイダンス、農業高校の存在意義　
第2回：農業高校の紹介
第3回：農業を学ぶ高校生の現状　
第4回：農業高校の運営
第5回：教育課程とは　
第6回：教育課程と学習指導要領
第7回：現行学習指導要領解説
第8回：新学習指導要領の要点　
第9回：新学習指導要領（農業編）と教材開発
第10回：授業案の作成
第11回：学習指導案の作成
第12回：模擬授業
第13回：授業の評価　
第14回：PDCAサイクル
第15回：農業教育の発展に向けて

履修条件・関連項目
／Requirements

授業時間30時間に加え、配布した講義資料や参考書を参照し、本学の標準時間数に準ずる予習と復
習を行うこと。

テキスト・教科書
／Text book

プリントを使用する。

参考書
／Reference book

高等学校学習指導要領解説（農業編）

成績評価の方法
／Grading

模擬授業及びレポートで評価する。

教員から一言
／Something

農業教育の可能性を考えよう



キーワード
／Keyword

将来の農業教育

オフィスアワー
／Office Hours

備考１
／Note 1

備考２
／Note 2

参照ホームページ
／Url

開講言語
／Teaching language

日本語/Japanese

語学学習科目
／Language study subjects



回（日時）

授業計画詳細／Course schedule

主題と位置付け（担当） 学習方法と内容 備考

第1回 第１回 ガイダンス、農業高校の存在意義

第2回 第2回 農業高校の紹介

第3回 第3回 農業を学ぶ高校生の現状　

第4回 第4回 農業高校の運営

第5回 第5回 教育課程とは

第6回 第6回 教育課程と学習指導要領

第7回 第7回 現行学習指導要領解説

第8回 第8回 新学習指導要領の要点

第9回 第9回 新学習指導要領（農業編）と教材開発

第10回 第10回 授業案の作成

第11回 第11回 学習指導案の作成

第12回 第12回 模擬授業

第13回 第13回 授業の評価　

第14回 第14回 PDCAサイクル

第15回 第15回 農業教育の発展に向けて


